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１．研究計画の概要 

 当研究課題では、動詞、（準）助動詞、副
詞、連結辞、（メタ）比較など、さまざまな
カテゴリーにまたがるモダリティの研究を、
一貫した視点にもとづいて進めることで、モ
ダリティが、どのような理路を介してさまざ
まな言語事象にあらわれるにいたっている
のか、そしてそれらの事象相互はどのような
関係にあるのかを見さだめることを目標と
したい。主たる対象はフランス語、日本語と
するが、スペイン語、イタリア語、ボルトガ
ル語などのロマンス諸語にも視野をひろげ、
他言語との対照のなかからこそ明らかにな
る知見も積極的に拾いあげてゆくことにす
る。 

 この中間評価の対象となる各年度別の計
画は、つぎのようになっていた。 

  研究の初年度にあたる平成２０年度には、
モダリティの各領域における具体的な研究
対象となる諸表現のデータ収集、ならびに整
理を行なうとともに、テストケースとしての
事例研究をも開始し、全般にわたる基礎づけ
を行なう。 

 平成２１年度、平成２２年度は  平成２０
年度に蓄積した基礎的データ、および試行的
研究の成果をふまえて、他のすべての領域へ
と研究の範囲をひろげ、広範な事例研究を積
みかさねてゆく。 

 各年度とも、各領域の専門家とともに研究
会をひらき、それぞれの領域に固有の問題点
やそれに対する見解をうかがい、議論すると
ともに、平成２１年度以降はみずからも国内
外の学会、研究会などで積極的に成果を発表
することとする。 

  

 

２．研究の進捗状況 

 データについては、各言語での興味深い例
を多数収集することができ、外国語について
はインフォーマント調査を行なうことによ
り、さまざまな形式の変異による容認可能性、
ニュアンスの変化についての知見を蓄積す
るとともに、一部についてはすでに論文・学
会発表などで紹介した。 

 事例研究としては、時制、語彙（とくに副
詞類）、非人称表現などとモダリティとの関
係、準助動詞の拘束的解釈と否定との相関に
ついての具体的な研究を積みかさね、いずれ
の事例においても、研究対象となる表現（の
カテゴリー）が固有に標示していると意味か
ら、どのような理路を介することでモダルな
解釈が出てくるのかを明らかにしてきた。こ
れについても、テーマの点ではかなり広い部
分をすでに論文・学会発表などで公にしてい
る。 

 また、理論面では、J.-Cl. Anscombre らの
提唱するステレオタイプ理論が、当研究課題
に対して重要な視点を提供してくれること
が、研究の過程で明らかになった。 

 平素の活動としては、この３年間で５回、
学外から講師を招いて講演会を実施したほ
か、１２回の学内研究会を実施し、新たな知
見を得るとともに、みずからの成果も問い、
討議を行なってきた。さらに、３年間で「分
岐的時間の表象を用いた時制・モダリティの
連関の説明の試み」をはじめとする論文５件
を公刊し、"Toujours et yahari, adverbes 

reconfirmatifs de la stéréotypie" をはじめ
とする国内外の学会での口頭発表７件を担
当した。 
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 ①当初の計画以上に進展している。 

 （理由） 

 計画を前倒しして初年度から学会発表を
行なうなど、積極的に研究の発信を行なって
きた。また、論文執筆についても、別欄にあ
げた論文を公刊したほか、平成２１年１０月
のフランスでの発表、平成２２年９月のチュ
ニジアでの発表が、今後いずれも論文集の形
になって公刊される予定である。さらに、モ
ダリティの分野ではまだ未開拓といってよ
い、ステレオタイプ理論の適用可能性が明ら
かになったことから、当初の計画にくわえて、
ステレオタイプ理論の検討、ならびに同理論
を応用してのモダリティ研究を展望できる
ようになってきている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 残りの２年間は、つぎのような計画にも
とづいて研究を推進してゆきたい。 
 平成２３年度は、ひきつづき、可能なか
ぎり多くの事例研究を積み重ねてゆきたい。
動詞の時制・叙法の問題に関しては、本年
度は、とくに現在分詞、ジェロンディフに
注目して研究を行なう。その他、法的（準）
助動詞、副詞についても研究を行なう。フ
ランスで近年研究が進展しているステレオ
タイプ理論とのかかわりに留意しながら、
フランス語・日本語の対照研究をすすめる。
成果発表については、ひきつづき論文執筆、
学会発表を積極的に行なう。 

 最終年度となる平成２４年度は、２３年度
までに行なってきた研究を総括し、総合的な
理論化をこころみる。研究代表者のみならず、
講演者や、研究会参加者などの論考もまじえ
て、本研究課題全般の報告書を作成する予定
である。 
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